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　人ロの動き
＝11月1日現在＝：

男5427（一5）
女　　5540（0）

計10967（卜5）
世帯数　2耳52（ト3）

（）内は前月との比較発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一　定価1部5円　印刷白南風社
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環広

　
昨
年
の
ハ
リ
マ
ヤ
仙
田
工
場
を
第
一

号
と
す
る
町
の
工
場
誘
致
政
策
に
よ
り

・
本
年
度
は
第
二
号
、
第
三
号
が
相
次
い

で
誕
生
し
た
。
第
二
号
は
、
地
元
企
業

の
代
表
と
し
て
創
業
八
十
年
の
歴
史
を

持
つ
松
屋
織
物
で
あ
り
、
第
三
号
は
仙

田
工
場
と
同
じ
ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株

式
会
社
に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
た
橘
工
場

で
あ
る
。
前
者
は
川
西
町
に
お
け
る
数

少
な
い
企
業
の
中
で
最
大
の
規
模
を
有

し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
増
大
と
産

業
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
こ
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と
い
ま
さ
ら
多
言
を
要
し
な
い
。
こ
ん

ど
現
社
屋
の
西
側
に
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
べ
五
千
平
方
メ

ー
ト
ル
の
近
代
的
な
新
工
場
が
完
成
し

一
八
○
人
の
従
業
員
が
さ
ら
に
四
〇
人

ほ
ど
増
員
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

難
航
し
た

　
　
　
橘
工
場
の
誘
致

　
ハ
リ
マ
ヤ
橘
工
場
に
つ
い
て
は
、
今

春
川
西
中
学
校
へ
統
合
さ
れ
た
旧
橘
中

学
校
の
施
設
を
そ
っ
く
り
町
か
ら
譲
り

受
け
、
こ
れ
を
メ
リ
ヤ
ス
肌
着
の
縫
製

並
ぴ
に
仕
上
げ
工
場
に
転
用
し
、
な
お

広
い
建
物
を
フ
ル
に
利
用
し
て
東
日
本

に
お
け
る
ユ
ニ
チ
カ
系
の
製
品
を
集
配

す
る
基
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
集

配
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。　
橘
工
場
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の

事
情
で
一
時
は
そ
の
実
現
が
危
ぶ
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
地
元
関
係
者
の

熱
意
と
ね
ば
り
強
い
誘
致
運
動
に
よ
っ

て
最
終
的
に
設
置
が
決
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
特
に
橘
地
区
区
長
会
で
は
、
融

資
あ
っ
せ
ん
に
卒
先
し
て
協
力
す
る
等

誘
致
実
現
の
推
進
力
と
な
っ
て
努
力
し

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
ま
た
客
観
条
件
と
し
て
、
本
年
度
町

が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

　　　　　　　再選の根津町長
　さる10月10日に告示された町長選，町議補選のうち

町長選は無競争で根津町長の再選が決まりました。　（2選

の抱負を次ぺ一ジに掲載）

　根津町長略歴　大正3年IO月17日生まれ（57
歳），千手青年学校訓導を経て昭和22年6月旧上野村収

入役に就任，川西町発足後は36年2月から42年9月の

退職まで町収入役，42年10月の町長選で初当選，現在

県国保連合会，同水道協会各理事
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誘
致
企
業
に
対
し
て
人
口
減
に
よ
る
従

業
員
の
確
保
難
に
つ
い
て
懸
念
を
抱
か

せ
た
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ

過
疎
法
に
よ
る
優
遇
措
置
の
利
点
が
大

き
く
作
用
し
た
。
そ
の
他
、
設
置
の
段

階
で
発
生
し
た
ド
ル
防
衛
問
題
に
よ
る

影
響
は
、
心
配
さ
れ
た
ほ
ど
誘
致
を
左

右
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
幸
い
で
あ
っ
た
。

勝
負
は
こ
れ
か
ら

　
町
で
は
、
多
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
県

営
ほ
場
整
備
事
業
が
こ
と
し
か
ら
実
施

段
階
に
は
い
っ
て
い
る
。
す
で
に
一
部

り
つ
ぱ
に
区
画
さ
れ
た
ほ
場
が
で
き
つ

つ
あ
る
が
、
こ
れ
に
引
き
つ
づ
い
て
行

な
わ
れ
る
第
二
次
構
造
改
善
に
よ
つ
て

農
作
業
は
大
幅
に
省
力
化
さ
れ
る
。
し

た
が
つ
て
浮
い
た
労
働
力
を
有
効
に
消

化
す
る
工
場
誘
致
は
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
要
件
で
あ
る
。
ほ
場
整
備
の
完

成
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ド
ル
防
衛
の

影
響
に
よ
り
、
出
バ
タ
や
出
か
せ
ぎ
等

の
面
に
す
で
に
深
刻
な
反
応
が
現
わ
れ

は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

誘
致
さ
れ
た
両
工
場
に
対
す
る
今
後
の

期
待
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
誘
致
か
ら
操
業
に
至
る
こ
れ
ま
で
の

過
程
も
困
難
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
関

係
者
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
つ
て
よ
く

こ
れ
を
克
服
し
た
。
し
か
し
、
誘
致
工

場
と
し
て
は
こ
れ
で
よ
う
や
く
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

勝
負
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
せ

っ
か
く
誘
致
し
た
企
業
が
隆
々
と
発
展

し
て
こ
そ
、
雇
用
の
促
進
が
あ
り
、
ひ

い
て
は
地
域
全
体
の
繁
栄
が
も
た
ら
さ

れ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
農
工
一
体
で

あ
り
、
工
場
誘
致
の
最
終
目
標
も
こ
こ

に
あ
る
。

囹
行

事

　
　
十
一
月

七
日
　
合
同
竣
工
式

九
日
　
町
議
会
土
木
厚
生
委
員
会

　
現
地
視
察
（
十
日
の
両
日
に
わ

　
た
っ
て
y
、
郡
婦
連
役
員
研
修

会
十
日
　
母
子
家
庭
相
談
会

十
二
日
　
第
八
回
町
議
会
臨
時
会

　
が
開
か
れ
て
、
町
有
財
産
の
処

　
分
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た
事

　
件
の
承
認
、
収
入
役
の
選
任
に

　
っ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
、
常

　
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど

　
の
ほ
か
、
取
安
新
田
ほ
場
整
備

　
に
関
す
る
請
願
、
野
口
大
原
畑

　
地
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
水
槽

　
施
設
に
関
す
る
請
願
の
二
請
願

を
審
議
し
ま
す
。

十
五
日
　
町
議
会
産
業
経
済
委
員

　
会
現
地
視
察
（
十
六
日
も
引
き

続
き
）

十
六
日
　
老
人
大
学
、
町
の
教
委

　
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催

　
で
、
月
見
荘
を
会
場
に
午
前
十

　
時
半
に
開
講
し
ま
す
。
講
師
は

　
滝
沢
騰
雲
先
生
で
す
。

十
七
日
　
P
T
A
リ
ー
ダ
i
研
修

　
会
、
午
前
十
時
か
ら
川
西
中
学

　
校
で
、
四
分
科
会
に
分
か
れ
て

P
T
A
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を

　
も
と
め
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま

　
す
。

十
八
日
　
町
議
会
総
務
文
教
委
員

　
会
現
地
視
察
（
二
十
日
も
）

二
十
三
日
　
千
手
小
の
日
本
一
健

　
康
優
良
学
校
祝
賀
会
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町
議
補
選
も
終
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
率
は
女
性
上
位

町
長
選
と
並
ん
で
、
先
月
十
日
に
告
示
さ
れ
た
町

　
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
欠
員
一
議
席
に
対
し
て

　
　
二
氏
が
立
侯
補
し
、
町
議
選
と
し
て
は
例
の
な
い

　
　
　
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
選
挙
戦
で
終
始
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
投
、
開
票
の
結
果
は
次
の

　
　
　
　
　
と
お
り
で
す
。

投
票
結
果

当
日
有
権
者
数

　
　
男
子
：
：
：
・

　
　
女
子
：
：
：
・

　
　
合
計
：
：
・
：

投
票
者
数

　
　
開
票
結
果

有
効
投
票
数
　
　
　
　
　
六
、
三
七
誠
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
　
　
九
八
票

候
補
別
得
票
数

　
当
選
　
三
、
四
二
昌
票

　
　
　
　
　
平
野
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
所
属
。
新
）

　
　
　
　
昌
、
九
誠
、
三
票

　
　
　
　
　
田
村
オ
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
所
属
・
元
）

当
選
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
〕
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
p

T
A
副
会
長
、
県
商
工
連
合
会
工
業
副

委
員
長
、
町
国
保
運
営
委
員

〔
抱
負
〕
①
過
疎
現
泉
を
食
い
止
め
る

こ
と
に
力
を
入
れ
る
②
住
宅
団
地
を

造
成
し
て
ペ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
を
推
し

進
め
る
　
③
観
光
面
の
充
実
化
を
は
か

る
④
町
民
会
舘
の
早
期
建
設
を
働
き

か
け
る
、
⑤
体
育
協
会
結
成
に
努
め
る

・
三
、
六
〇
一
人

・
三
、
九
一
〇
人

・
七
、
誠
＝
人

男
子
・
：
：
・
：
三
、
〇
七
九
人

女
子
：
：
：
：
三
、
三
九
四
人

合
計
：
・
：
・
：
六
、
四
七
三
人

　　　投
合女男
計子子票

率

八
五
・
五
〇
％

八
六
・
八
○
％

八
六
・
一
八
％

平
野
正
義
新

　
（
四
十
八
歳
、
上
町
、
金
物
商
）

〔
現
職
〕
町
商
工
会
理
事
、
同
工
業
部

長
、
町
交
通
指
導
員
、
交
通
安
全
協
会

塩
沢
国
体
の
主
題
と

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
公
募

　
こ
の
た
ぴ
の
、
任
期
満
了
に
伴
う

町
長
選
挙
に
際
し
、
町
民
各
位
か
ら

幅
広
い
御
推
挙
を
い
た
だ
き
、
ふ
た

た
ぴ
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
う
え
な
い
感
激
で

あ
り
ま
す
。

　
顧
み
て
、
過
去
四
年
間
の
在
任
中

わ
た
く
し
は
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も

町
発
展
の
た
め
お
役
に
た
て
た
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

ひ
と
え
に
町
民
各
位
の
深
い
御
認
識

と
御
協
力
に
さ
さ
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
七
十
年
代
の
わ
が
国

は
、
政
治
、
経
済
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
い
て
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
中
国

問
題
や
米
国
の
ド
ル
防
衛
策
は
、
き

わ
め
て
衝
撃
的
に
日
本
列
島
を
ゆ
さ

ぶ
つ
て
お
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
国
の
行
財
政
と
は

強
い
関
連
性
の
あ
る
町
政
も
ま
た
、

激
動
の
う
ず
の
中
に
あ
る
と
い
っ
て

も
よ
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

調
和
を
指
向

町
長
根
津
正
三

　
こ
の
重
要
な
時
期
に
あ
た
り
、
心

気
｝
新
、
今
日
ま
で
の
経
験
を
十
分

に
生
か
し
、
迷
わ
ず
、
お
そ
れ
ず
、

屈
せ
ず
、
た
ゆ
ま
ず
に
、
明
る
く
豊

か
な
町
づ
く
り
、
堅
実
な
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
全
力
を
さ
さ
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
今
後
四
年
間
、
町
政
を

担
当
し
て
ゆ
く
う
え
で
の
基
本
的
な

方
針
を
申
し
上
げ
て
み
ま
す
．
、

O
調
和
の
と
れ
た
町
政
の
実
現

O
明
る
い
健
康
な
生
活
と
福
祉
行

　
　
政
の
充
実

O
道
路
整
備
の
促
進
と
交
通
安
全

　
　
対
策
の
重
視

O
教
育
の
振
興
お
よ
ぴ
産
業
基
盤

　
　
の
整
備

O
過
疎
お
よ
ぴ
豪
雪
対
策
の
確
立

O
広
域
行
政
の
推
進
と
防
災
体
制

　
　
の
確
立

O
観
光
開
発
と
商
工
業
の
振
興

　
こ
れ
ら
を
、
各
位
と
心
を
合
わ
せ

て
推
進
す
る
覚
悟
で
お
じ
ま
す
か
ら

ど
う
か
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
従
来

以
上
に
御
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
・
つ

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
八
年
二
月
、
塩
沢
町
を
会

場
地
と
し
て
開
催
さ
れ
る
、
第
二
十
八

回
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
の
主

題
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
公
募
中
で
す
。

1
主
題
　
塩
沢
国
体
の
あ
る
べ

　
き
基
本
的
な
性
格
を
、
本
県
お
よ
ぴ

　
会
場
地
の
特
性
と
か
ら
み
あ
わ
せ
て

　
端
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

2
ス
ロ
ー
ガ
ン
塩
沢
国
体

　
の
運
営
と
業
務
の
推
進
を
貫
く
基
本

　
的
な
精
神
、
あ
る
い
は
努
力
目
標
を

　
簡
潔
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
資
格
：
：
：
：

　
　
新
潟
県
民
で
あ
る
こ
と

応
募
締
め
切
り
：
：
．
・

　
　
十
一
月
三
十
日
（
火
）

応
募
の
方
法
：
：
：

　
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明

　
記
し
、
主
題
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
別
に
次

に
送
付
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

　
　
あ
な
た
は
、
離
農
給
付
金
と
い
う

　
制
度
の
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
　
離
農
給
付
金
と
い
う
の
は
、
こ
と

　
ば
ど
お
り
離
農
し
た
人
に
支
給
さ
れ

．
る
一
時
金
で
、
支
給
額
に
は
、
十
五

レ
万
円
と
三
十
五
万
円
の
ふ
た
と

　
お
り
が
あ
り
、
給
付
は
、
昨
年

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
は
、
離
農
者
…

の
援
助
と
と
も
に
、
手
放
し
た
農
地
一

を
他
の
農
家
の
規
模
拡
大
に
役
だ
て
…

る
と
い
う
ネ
ラ
イ
が
あ
る
の
で
、
離
㎜

　
　
農
予
定
者
の
跡
取
り
亭
世
帯
員
…

、
翻
穫
罷
確
隣
年
金
が
は

　
　
た
だ
雌
農
し
た
ら
・
だ
れ
金
で

で
も
も
ら
え
る
と
い
う
も
霧
付
の

、
舞
駆
捷
の
資
格
条
件
が
給
る

　
　
ま
ず
・
離
餐
で
引
き
続
き
農
え

五
年
以
上
農
業
を
や
つ
て
き
た
離
ら

二
＋
歳
以
上
の
響
主
に
曝
も
も

　
れ
ま
す
。

　
　
次
に
薙
農
予
定
者
は
・
そ
た

．
れ
ま
で
経
営
し
て
き
た
皇
名
な

義
の
自
作
地
、
小
作
地
の
す
べ
あ

　
て
を
農
耕
目
的
と
し
て
処
分
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
・

川
　
こ
の
場
合
、
自
作
地
は
所
有
権
を

｝
譲
り
渡
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
処
分

㎜
す
る
自
作
地
は
三
十
ア
ー
ル
以
上
で

…
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
十
ア
ー

…
ル
未
満
を
自
家
菜
園
と
し
て
残
し
て

　
　
新
潟
市
一
番
堀
通
町
、
県
教
育
庁

　
　
保
健
体
育
課
内
　
塩
沢
国
体
主
題

　
　
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
係
あ
て

表
彰
・
発
表
：
・
：
・

　
　
採
用
し
た
主
題
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
各

　
一
編
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
副

　
賞
（
一
万
円
）
を
贈
る
。
一
月
発
表

民
俗
資
料
〔
＋
月
分
〕

以
外
の
者
に
対
し
て
処
分
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
譲
り
渡
し
の
相
手
に

も
一
定
の
要
件
は
あ
っ
て
、
農

業
者
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

ほ
か
、
六
十
歳
未
満
で
一
定
の

経
営
規
模
を
も
っ
経
営
主
や
農

業
生
産
法
人
等
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
三
十
五
万
円
の
給
付
・

を
受
け
ら
敢
る
の
は
「
、
ん
な
人
レ

か
と
い
う
と
、
大
正
玉
年
一
月

一
日
以
前
の
生
ま
れ
、
つ
ま
り

こ
と
し
一
月
一
目
で
五
十
五
歳

を
越
え
た
人
で
、
離
農
一
年
前

に
一
定
規
模
以
上
の
農
業
経
営

◎
入
手
品

を
行
な
っ
て
い
た
人
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
人
は
十
五
万
円
で
す
…

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
｛

員
套
か
農
協
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
る
よ
㎜

う
こ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

そ
ば
打
ち
棒
、
包
丁
、
け
ば
取
り
、
つ

む
、
わ
ら
す
ぐ
り
、
石
筆
、
石
板
、
柳

ご
う
り
べ
ん
と
う
、
　
一
斗
ま
す
、
滑
車

ち
ょ
う
ち
ん
、
炉
縁
、
く
り
ば
ち
、
長

持
ち
、
大
な
べ
、
大
が
ま
、
う
す
、
き

ね
、
洗
い
お
け
、
四
本
ぐ
わ
、
祝
い
だ

る
、
着
物
、
く
し
、
こ
う
が
い
、
お
さ

水
筒
、
ま
ん
ご
く
、
土
う
す
、
紙
す
き

道
具
一
式
、
打
ち
板
、
切
り
だ
め

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

中
島
玉
直
、
高
橋
久
蔵
、
川
崎
啓
一
、

川
崎
延
夫

》

’

O
嘉

β

弓

、

、
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昭和耳6年11月10日しにわか報広（纂智畿憂易鶉）
第159号（3）

年齢別（5歳階級）構成比増減率等第1表

鴇

構
成
比
が
上
昇
し
た
中
高
年
齢
層

国
勢
調
査
結
果
の

　
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
昨
年
十
月
鋤
日
で

す
が
、
こ
の
た
ぴ
、
よ
う
や
く
そ
の
一
部
が
総
理
府

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
人
口
と
世
帯
数
に
つ

い
て
は
、
町
段
階
の
集
計
数
字
を
調
査
直
後
に
お
知

部
公
表

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
今
回
の
公
表
で
確
定

し
た
ほ
か
、
年
齢
階
級
別
の
構
成
比
や
産
業
別
就
業

人
口
等
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
、
そ

れ
ら
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

年　　齢
45　年　　調　　査 40　年　　調　　査 対40

増減率
対35
増減率総　数 男 女 構成比％ 総　数 男 女 構成比％

総　　数 10，975 5，366 5，609 100．0 12，197 5，941 6，256 100．0 90．0 78．6

0～　4歳 815 420 395 7．4 904 469 435 7．4 90．2 66．1

5～　9 841 431 410 7．7 1，143 575 568 9．4 73．6 54．1

10～14 1，082 543 539 9．9 1，436 742 694 11．8 75．4 57．8

15～19 758 413 345 6．9 999 509 490 8．2 75．9 82．4

20～24 719 349 370 6．6 622 289 333 5．1 115．6 85．4

25～29 616 297 319 5．6 724 354 370 5．9 85．1 64．5

30～34 675 335 340 6．1 827 413 414 6．8 81．6 64．8

35・～39 767 383 384 7．0 907 438 469 7．4 84．6 78．5

40～44 857 423 434 7．8 868 383 485 7．1 98．7 105．0

45～49 802 358 444 7．3 752 333 419 6．2 106．7 104．4

50～54 681 302 379 6．2 704 333 371 5．8 96．7 96．6

55～59 634 295 339 5．8 622 299 323 5．1 101．9 93．1

60～64 540 259 281 4．9 575 295 280 4．7 93．9 110．7

65～69 485 238 247 4．4 407 197 210 3．3 119．2 106．6

70～74 316 153 163 2．9 350 161 189 2．9 90．3 98．4

75～79 236 107 129 2．1 203 94 109 1．6 116．3 104．4

80～84 98 44 54 0．9 114 41 73 0．9 86．0 106．5

85～89 45 13 32 0．4 32 13 19 0．3 140．6 128．6

90～94 6 3 3 0．1 8 3 5 0．1 75．0 100．0

95～99 2 一 2 一 一 一 一 一 一 一

100歳以上 一 一 一 一
・　　一 一 一 一 ｝ 一

人ロの構成表

◎
町
の
人
口
が
、

前
回
調
査
（
昭
和

四
＋
年
）
に
比
べ

て
一
〇
％
以
上
減

少
し
た
こ
と
な
ど

第2表

42ス邑　　㌧　ノワ1担三　』　4し

し出得得業した
てしたで部て農
いて余あ門も地
まい剰るに急で

1］　　、　シP
が第の一
進二就次
ん次業産
で　、人業

漏’』卜。　とゴノ￥　V　　ζ人4ヨ言　）ノ　　ノ　　）　　㌧　ノ㌧コ

に齢加口る上度人この指策
ご層味のこの減口とと定緊
注のし一と高つがはおさ急
目構て○で齢て前’りれ措

3
1
3
磁

95

90

85

2
3
3
2
馳

する労た比激は い第口と く成’％す者い回五〇た置
だ比四以。がるに歳　　こ法

男 107
80 、29女

。様力めべに’ ま三はい ユ53
75

ユ63

238
70

　　　奄247

産業別就業者人ロ 259
65

a3ユ

295
60

539

区 分 男 女 ム
502

55
3γ9

。　　計 第1次～第3次産業別 み58
50

蝉

総数（15歳以上） 3，972 4，265 8，237 就業者人口の比較
423

45

“
題33

40

限
労 働　　　力 3，519 3，109 6，628 45年 40年 35年 ｛335

35
、　3ω

2騨
30

就 業　　　者 3，508 3，106 6，614 6，614 6，806 7，495 349
25

370＿

1，951 1，873 3，824

3，837 4，594 5，482

q3
20

踊
　
　
マ

第 農　　　　業 545
15

鵬

林業・狩猟業 3 1 4
娼1

10
410

一 420 ち
0

395　　、
就 次 漁業水産養殖業 4 5 9 500人　　400人　　300人 200人　　100人 陶年

級令
至00人　　200人　　300人　　40人　　50人

業
鉱　　　　業 15 2 17

1，387 964 737

者
人

第
一
一 建　　設　　業 314 15 329 謹醸 産

次 製　　造　　業 393 648 1，041
17．0％ 業

構別口

卸・小売業 270 248 518

1，390 1，248 1，276

成就
の
金融・保険業 23 9 32

14．2％ 比業　．第
産

不動産業 一 一 一 21．0％

の人
推ロ。業

運輸通信業 104 15 119
．♪1詣濡ン

移
別 三
電気ガヌ水道業 74 2 76

言98％’ン三1＆3騰－21．・％霧…罫

58．0％

内
サービス業 257 250 507 67．5％

訳
次 公　　　　務 100 38 138 45年

73．2％

分類不能のもの 一 一 一

40年

Eコ第1次産業

失 業　　　者 11 3 14
國第2次産業

非 労　働　力 453 1，156 1，609

総第3次麟

　
　
　
　
　
　
　
弓
　
　
’

産
業
別
就
業
人
ロ

　
　
構
成
比
の
推
移

67．5％

73．2％

Eコ第1次産業

國第2次産業

§第3次産業

95

90

85

80

75

70

65

60

か
ら
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法

の
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ

と
は
す
で
に
ご
存
じ
の
と
お
り
。

◎
第
一
表
で
目
だ
つ
こ
と
は
、
五
歳

か
ら
十
九
歳
ま
で
の
人
口
が
前
回
に

比
べ
て
四
分
の
一
程
度
減
つ
て
い
る

こ
と
、
八
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

実
数
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

◎
し
た
が
つ
て
、
人
口
の
一
9
％
以

上
減
と
い
う
要
素
を
加
味
し
て
、
四

十
歳
以
上
の
中
高
年
齢
層
の
構
成
比

が
上
昇
し
て
い
る
点
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

◎
第
二
表
で
は
、
第
一
次
産
業
と
い

わ
れ
る
農
林
漁
業
へ
の
就
業
人
口
は

ま
す
ま
す
減
少
し
、
第
二
次
、
第
三

次
産
業
へ
の
就
業
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
◎
こ
れ
は
、
限
ら
れ
た
農
地
で
は
、

集
約
経
営
を
も
つ
て
し
て
も
急
激
に

成
長
拡
大
し
た
他
産
業
部
門
に
比
べ

て
あ
ま
り
に
も
低
所
得
で
あ
る
た
め

機
械
化
等
に
よ
つ
て
得
た
余
剰
労
力

が
、
他
産
業
へ
と
進
出
し
て
い
る
様

子
を
は
っ
き
り
現
わ
し
て
い
ま
す
。

産業別就業者人ロ第2表
　50

　45

　40

　35

　30

　25・

　20

　15

　10・

　5・
　崩
　0・
陶年
級令

200人　　100人500人　　400人　　300人

薫黛
17、0％

14．2％

21．0％

58．09ち

『
－
（
∠
　
．
．
，
■

45年

40年

35年



第1　5　9号　　（4）（禦轟雛島）しにわか報広昭和46年ll月10日

おめでとう1
千手小学校日本一健康優良学校
　千手小学校が，ついに日本→建康優良学校を手中にしました。学
校と学区あげての長期間にわたる努力が結実したもので，27年か
ら連続して県の健康優良学校，準県一位を続け，さる43年には県
一位，全国特選校をかち得たのちの栄冠ですoなお，日本一が決ま
ったあとラ今月3日，同校代表は宮中で両陛下からお祝いのことば
を賜わりましたo

冊
纏

　
，
，
㌔
甕
■
■
、
：
曹

　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
，

嚢

胆
　
　
　
徽譲縷灘鵜

授賞直前の10月29日に行なった運動会は、日本一の運動会、だった

皆
さ
ん
の
声
を

ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
税
務
署
で
は
、
毎
年
、
今
月
一
日
か

ら
の
十
日
間
を
「
納
税
者
の
声
を
聞
く

旬
間
」
と
し
て
、
広
く
皆
さ
ん
の
声
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
旬
間
は
、
税
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
税
に
対
す
る

要
望
、
苦
情
や
税
務
職
員
の
態
度
等
、

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を

吸
収
し
、
税
の
あ
り
方
や
運
営
の
改
善

を
は
か
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
と
し
の
旬
間
が

終
了
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
ご
意
見
、

苦
情
は
期
間
内
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
直
接
お
出
か
け

い
た
だ
く
な
り
、
あ
る
い
は
、
書
面
や

電
話
で
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
る
よ
う
に

上
村
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
香
典
返
し

　
木
島
町
上
村
耕
平
さ
ん
か
ら
、
先
月

四
日
な
く
な
ら
れ
た
妻
ナ
カ
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
、
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
て
て
一
万
円
の
寄
付
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
＝
…
囎
＝
…
…
…
…
…
≡
一
…
…
…
＝
≡
…
…
劇
…
＝
…
…
…
…
…
囎
…
＝
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（
◎
◎
雛

戸
籍
の
窓
か
ら
四
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
し
（
薯
婦

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に
（
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

片
桐
ル
ミ
子
　
時
夫
　
二
女

佐
藤
光
国
　
進
長
男

田
村
　
利
一
　
正
行
　
長
男

水
落
　
悦
子
　
　
至
　
二
女

小
川
　
　
明
　
直
克
　
二
男

小
海
　
葉
子
　
昭
一
　
長
女

羽
鳥
　
貴
成
　
寛
平
　
長
舅

関
口
さ
お
り
　
宣
一
　
長
女

中
村
俊
郎
　
武
長
男
坪
山

小
林
希
世
美
　
善
一
郎
長
女
　
中
仙
田

貴
田
江
里
子
　
喜
平
　
長
女
　
学
校
町

高
橋
身
奈
　
宇
平
　
二
女
　
坪
　
山

渡
邊
美
恵
目
出
夫
三
女
新
町
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

働
顯懸

駄
自
鵬
（
◎
◎
雛

帥
島
器
顯

赤
谷
（
◎
新
郎

木
島
◎
新
婦

伊
友
（
◎
新
郎

山
野
田
◎
新
婦

星
名
真
一

藤
本
京
子

畠
山
富
雄

金
高
タ
ヅ
子

星
名
賢
一

南
雲
喜
美
枝

村
越
　
實

丸
山
ト
キ
エ

丸
山
　
勇

上
野

愛
媛
県
か
ら

山
野
田

＋
日
町
か
ら

下木野田伊
友中
か
ら

口島
か
ら

原

若
山
勢
津
子
新
町
新
田
か
ら

納
税
メ
モ

高
橋
菊
夫
仁
田

高
橋
み
さ
子
　
十
日
町
か
ら

田
口
幸
夫
木
落

吉
田
　
節
子
　
名
古
屋
か
ら

　
町
税
、
総
額
で

　
　
　
　
一
億
三
千
万
円

　
昨
年
度
町
税
の
総
額
は
、
　
一
億

三
千
七
十
七
万
円
に
な
り
ま
し
た

　
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
町
村
民
税
：
：
三
、
一
誠
O
万

固
定
資
産
税
：
：
八
、
〇
九
九
万

　
（
内
、
国
鉄
分
誠
、
〇
一
六
万
）

軽
自
動
車
税
：
：
　
三
三
八
万

た
ば
こ
消
費
税
：
一
、
O
O
一
万

電
気
ガ
ス
税
：
：
：
四
六
七
万

木
材
引
取
税
：
：
：
　
二
昌
万

　
町
税
が
一
般
会
計
の
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
二
五
・
八
％
σ
、
ろ
ち

固
定
資
産
税
の
国
鉄
分
布
、
詠
く
と

一
六
％
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
星
名
秀
樹
上
野

　
　
　
須
藤
　
知
子
　
長
　
野
か
ら

　
　
　
南
雲
國
男
中
仙
田

　
　
　
風
巻
　
幸
子
　
津
南
町
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

西上田戸富羽宮小中
脇村口田井鳥本海川
　　　　　　　丑
かナ常弘喜ア久太源
つ力治平作キ司郎亮
　　　　　　発
　　　　　　電
原木木仁上木所霜仁
　　　　　　通
田島落田野落り条田

五
一
五
七
さ
二
六
八
七
二
七
四
七
四
八
六

八
六
．

一

＼
ミ
夢
　
　
　
　
　
舟

土
く
さ
き
手
に
し
て
菊
の
賞
を
持
ち

銀
杏
の
黄
葉
ま
と
も
に
照
る
夕
日

新
米
の
香
り
も
つ
や
も
白
々
と

　
　
　
　
小
自
倉
江
口
凡
石

秋
日
和
続
き
土
工
の
出
来
す
す
む

干
籾
の
中
に
小
猫
の
う
づ
く
ま
り

　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

墓
ま
で
の
細
き
旧
道
草
紅
葉

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯
・

秋
晴
や
海
に
か
た
む
く
弥
彦
山

短
歌
　
　
　
　
北
村
桐
舎

町
長
の
祝
辞
の
中
に
い
の
ち
な
が
か
れ

と
の
言
葉
重
ね
い
た
y
く

老
妻
と
敬
老
会
に
招
か
れ
て
九
十
路
越

し
し
人
と
隣
り
ぬ 小

わ
じ

　
非
癒
匙

　
イ
u
　
ン

　
太
田
自
南
風
選

元
町
金
子
鉄

ノ

『　P




